
　　イ　いじめにより本校に在籍する児童が相当の期間（目安として年間３０日）学校を欠席することを余儀なくされている疑いがあると認めたとき

　　ウ　児童や保護者から「いじめにより重大な被害が生じた。」という申立てがあったとき
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重大事態の発生
　　ア　いじめにより本校に在籍する児童の生命、心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めたとき
　　　・児童が自殺を企図した場合　　・身体に重大な傷害を負った場合　　・金品等に重大な被害を被った場合　　・精神性の疾患を発症した場合　等

    別添３　　　　重大事態対応流れ図　　　　　　　　　　　　　　　（丹波市立青垣小学校）
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学校は、「いじめ対応プロジェクトチーム」の

指示に従い、調査に全面協力する。
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○重大事態に係る事実関係を明確にする。
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いじめを受けた児童又はその保護者が希望する場合

いじめを受けた児童又はその保護者の所見をまとめた文書の提供

を受け、調査結果の報告に添えて送付する。
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【学校が調査の主体となる場合】 【市教委が調査の主体となる場合】
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・いじめられた児童からの十分な聞き取り
・在籍児童や教職員に対する聞き取り調査又は質問紙調査等

・在籍児童や教職員に対する聞き取り調査又は質問紙調査等

・いじめられた児童の保護者の要望・意見を十分に聴取、今後

・児童の自殺という事態が起こった場合は、自殺の背景調査

の調査について協議

・いじめを受けた児童やその保護者に対して、事実関係等

・他の児童のプライバシー保護に配慮するなど、関係者の個

その他の必要な情報提供、説明をする。

人情報に十分配慮する。

・原因となったいじめが、 いつ（いつ頃から）、誰から行われ、ど

・いじめを生んだ背景事情や児童の人間関係にどんな問題が

・学校・教職員がどのように対応したか。

のような様態であったか。

・事実関係を可能な限り網羅的に明確にする。

・学校として、たとえ不都合なことがあったとしても、事実にしっか
りと向き合う姿勢を堅持し、客観的な事実関係を明らかにする。

あったか。
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